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集
団
語
研
究

一　
集
団
語
と
は
何
か

一
・
一　
先
行
の
研
究

「集
団
語
」
と
は
何
か
を
述
べ
る
前
に
、
先
行
の
研
究
を
略
述
し
て
お
こ
う
。

「集
団
語
」
と
い
う
用
語
は
柴
田
武

（
一
九
五
六
）
が
初
め
て
使
っ
た
。
そ
こ

で
言
う

「集
団
語
」
は
主
と
し
て
隠
語

。
職
業
語

。
ス
ラ
ン
グ
を
指
し
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
を
通
じ
て
、
集
団
で
人
工
的
に
作
ら
れ
る
と
い
う
点
は
共
通
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ひ
と
ま
と
め
に
集
団
語
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ま
た
柴
田

（
一
九
五
八
）
は
集
団
語
の
性
質
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

・
集
団
語
は
、
き
わ
め
て
人
工
的
に
作
ら
れ
ま
す
。

・
集
団
語
は
集
団
内
の
メ
ン
バ
ー
の
結
び
つ
き
を
固
く
し
ま
す
。

・
集
団
語
の
特
徴
は
、
単
語
の
形
が
変
わ
っ
て
い
る
か
、
単
語
の
形
は
同
じ

で
も
意
味
が
ず
れ
て
い
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
す
。

・
集
団
語
を
目
的
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
三
つ
に
な
り
ま
す
。
第

一

は
隠
語
、
第
二
は
職
業
語
ま
た
は
専
門
語
、
第
三
は
ス
ラ
ン
グ
。

柴
田
の

「集
団
語
」
を
受
け
継
い
だ
の
が
渡
辺
友
左

（
一
九
七
七
）
２

九
八

一
）
で
あ
る
。
渡
辺

（
一
九
七
七
）
は

「集
団
語
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
大

米

明

ま
か
に
述
べ
て
い
る
。

集
団
語
の
こ
と
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
く
。
狭
義
の
社
会
階
層

（
・

近
代
階
層
）
は
、
操
作
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
社
会
集
団
と
は
別
の
も
の

だ
。
社
会
学
で
は
、
こ
の
二
つ
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
。
こ
の
社

会
集
団
が
使
用
し
て
い
る
、
そ
の
集
団
に
特
有
な
、
な
い
し
は
特
徴
的
な

こ
と
ば
は
、
集
団
語
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

泥
棒

・
ス
リ

・
ヤ
ク
ザ

・
暴
力
団
の
よ
う
な
反
社
会
的
集
団
か
ら
、
政

党

。
組
合

・
企
業

・
団
体

・
学
会

・
官
庁

。
学
校
、
は
て
は
左
翼
の
超
過

激
派
集
団
ま
で
、
社
会
集
団
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

集
団
語
に
も
さ
ま
ざ
ま
の
も
の
が
あ
る
。
細
か
く
み
て
い
け
ば
、
お
そ
ら

く
現
代
日
本
語
に
は
、
社
会
集
団
の
数
ほ
ど
異
な
る
集
団
語
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
多
く
の
集
団
語
は
、
そ
の
成
立
の
契
機
の
性
格
か
ら

い
っ
て
、
大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
　
隠
　
語

Ｂ
　
非
隠
語

｛
ｂ ａ
　
鰤
規

ン ．
察
門
語

。
職
業
語
な
ぜ

ま
た
渡
辺

（
一
九
八

一
）
は
隠
語
を
中
心
に
「集
団
語
」
を
述
べ
、
「集
団
語
」

を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

彦



集
団
語
と
は
、
民
族
語
と
国
語
、
そ
れ
に
そ
の
方
言
の
内
部
に
あ
っ
て
、

特
定
の
社
会
集
団
、
そ
れ
に
職
業

・
ス
ポ
ー
ツ
・
学
問

。
政
治

・
芸
術
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
専
門
分
野
が
使
用
す
る
、
そ
の
社
会
集
団
や
社
会

の
専
門
分
野
に
特
有
な
こ
と
ば
の
こ
と
で
あ
る
。
な
い
し
は
、
特
有
ま
で

と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
特
徴
的
な
こ
と
ば
の
こ
と
で
あ
る
。

「集
団
語
」
を
成
立
の
契
機
か
ら
、
先
と
同
様
の
分
類
を
し
て
い
る
。

一
。
一
一　
筆
者
の
研
究

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
米
川
明
彦

（二
〇
〇
〇
ａ
）
公
一〇
〇
〇
ｂ
）
は

渡
辺
の
定
義
を
取
り
入
れ
、
「集
団
語
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
た
。

「集
団
語
」
と
は
特
定
の
社
会
集
団

。
専
門
分
野
に
特
有
な
、
あ
る
い
は

特
徴
的
な
こ
と
ば
の
こ
と
で
、
反
社
会
的
集
団
の
語

（ス
リ
や
泥
棒
の
語

な
ど
）
。
職
業
的
集
団
の
語

（業
界
用
語

。
職
場
語
）
。
趣
味
娯
楽
集
団
の

語

（囲
碁

・
将
棋

・
釣
り
な
ど
の
語
）
。
若
者
集
団
の
語

（若
者
語
。
キ
ャ

ン
パ
ス
用
語
）
な
ど
を
指
す
。

し
か
し
、
集
団
語
の
分
類
は
渡
辺
と
異
な
り
、
集
団
の
種
類
に
基
づ
い
て
次

の
よ
う
に
分
類
し
た
。

集
団
議
”
一
一
一
一
¨
一
薇
¨
一
一

そ
し
て
各
集
団
ご
と
に
隠
語
と
非
隠
語
が
あ
る
と
い
う
点
で
渡
辺
と
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
集
団
語
の
分
類
の
第

一
基
準
は
隠
語
か
ど
う
か

（隠
す
た
め
か
ど

う
か
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ど
う
い
う

「社
会
集
団
」
か
に
よ
る
。
そ
こ

で

「社
会
集
団
」
の
捉
え
方
が
問
題
に
な
る
の
で
、
「社
会
集
団
」
に
つ
い
て
概

念
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

二
　
社
会
集
団
と
は

社
会
集
団
は
次
の
五
つ
の
条
件
を
備
え
た
集
団
の
こ
と
で
あ
る
（森
岡
清
美
・

塩
原
勉

。
本
間
康
平
編

『新
社
会
学
辞
典
』
有
斐
閣
、　
一
九
九
二
年
参
照
）。

①
継
続
的
な
相
互
作
用

（相
互
作
用
）

②
共
同
の
集
団
目
標
の
設
定
と
協
働

（集
団
目
標
）

③
規
範
の
制
定
に
よ
る
成
員
規
制

（集
団
規
範
）

④
地
位
と
役
割
の
配
分

（組
織
）

⑤

一
体
的
な

「わ
れ
わ
れ
感
情
」
に
基
づ
く
成
員
の
連
帯

（集
団
意
識
）

し
か
し
社
会
集
団
は
右
の
条
件
を
必
ず
し
も
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
と
は
限

ら
な
い
。
こ
の
条
件
を
備
え
る
ほ
ど
集
団
の
凝
集
力
は
高
ま
る
ゆ
え
、
そ
の
程

度
に
よ
っ
て
集
団
の
特
性
が
異
な
る
。

右
の
よ
う
な
条
件
を
考
慮
し
て
社
会
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（安

藤
喜
久
雄
。児
玉
幹
夫
編
著

『社
会
学
概
論
』
学
文
社
、　
一
九
九
七
年
参
照
）。

全
体
社
会

「社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
は
、
た
と
え
ば
団
塊
の
世
代
・有
権
者
な
ど
性
・

年
齢
な
ど

一
定
の
社
会
的
指
標
に
よ
っ
て
類
別
さ
れ
た
集
群
で
、
「社
会
集
団
」

社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

（統
計
学
的
集
団
）

社
会
的
集
合

（非
組
織
的
集
団
）
｛
陣
畔
］
時
画
籍
回

社
〈‘
的
集
〈口
（組
織
的
集
団
）
（
諄
師
］
樹
一一
馨
回



で
は
な
い
。
筆
者
が
集
団
語
に
若
者
集
団
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ

の
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
若
者
で
は
な
く
、
多
く
は
学
校

。
キ
ャ
ン
パ

ス
に
連
な
る
若
者
集
団
と
い
う
意
味
で
、
後
述
す
る
機
能
的
社
会
集
団
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。

「社
会
的
集
合
」
と
は
、
た
と
え
ば
野
球
場
の
観
客
の
よ
う
な
直
接
的
接
触

集
団
の
群
衆
や
間
接
的
接
触
集
団
の
一
般
大
衆
な
ど
を
指
し
、
多
数
の
匿
名
の

人
間
か
ら
成
り
、
組
織
的
集
団
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
も

「社
会
集

団
」
と
区
別
す
る
。

「社
会
的
集
団
」
と
は
あ
る
程
度
、
地
位
と
役
割
の
体
系
化
が
見
ら
れ
る
組

織
的
集
団
を
指
す
。
そ
れ
は
さ
ら
に
家
族

・
民
族
の
よ
う
な
血
縁
的
集
団
と
村

落

。
都
市
の
よ
う
な
地
縁
的
集
団
と
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
基
礎
的
社
会
集
団

と
、
政
治
的
集
団

。
経
済
的
集
団

。
文
化
的
集
団
な
ど
の
機
能
的
社
会
集
団
と

に
分
け
ら
れ
る
。
筆
者
の
い
う

「社
会
集
団
」
は
こ
の
機
能
的
社
会
集
団
を
指

す
。以

上
を
前
提
と
し
て
筆
者
が
先
に
集
団
語
を
四
つ
に
分
類
し
た
、
そ
の
大
分

類
に
つ
い
て
、
右
の
条
件
か
ら
説
明
し
て
お
こ
う
。

ま
ず

「反
社
会
的
集
団
」
は
暴
力
団
を
は
じ
め
、
暴
走
族

・
ス
リ
・
盗
人
な

ど
の
犯
罪
者
集
団
で
、
メ
ン
バ
ー
の
数
の
多
少
に
差
は
あ
る
が
、
継
続
的
な
相

互
作
用
が
あ
る

（条
件
①
）。
集
団
目
標
が
反
社
会
的

（違
法
行
為
に
よ
る
営
利

目
的
な
ど
）
に
設
定
さ
れ
、
協
働
し
て
い
る

（条
件
②
）。
掟
が
制
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
を
破
る
と
制
裁
が
加
え
ら
れ
る

（条
件
③
）。
組
織
化
の
度
合
い
が
高

く
、
地
位
と
役
割
が
配
分
さ
れ
て
い
る

（条
件
④
）。
特
に
暴
力
団
や
暴
走
族
は

集
団
意
識
が
強
い

（条
件
⑤
）。

次
に

「職
業
集
団
」
は
機
能
的
社
会
集
団
で
、
職
種
に
よ
っ
て
継
続
的
な
相

互
作
用
に
程
度
の
差
が
あ
る

（条
件
①
）。
警
察
や
テ
レ
ビ
業
界
は
い
つ
も
継
続

的
な
や
り
と
り
が
あ
る
が
、
鍛
冶
屋
間
に
そ
れ
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
共

同
の
集
団
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る

（条
件
②
）。
職
種
に
よ
り
集
団
規
範
の
強

い
と
こ
ろ
と
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
る

（条
件
③
）。
前
者
の
例
に
警
察
・官
庁
、
後

者
の
例
に
芸
能
界
が
あ
る
。
組
織
化
の
度
合
い
が
高
い
と
こ
ろ
と
低
い
と
こ
ろ

が
あ
る

（条
件
④
）。
前
者
の
例
に
企
業
や
官
庁
。病
院
業
界
・航
空
業
界
、
後

者
の
例
に
個
人
経
営
の
店
や
会
社
が
あ
る
。
集
団
意
識
の
強
い
と
こ
ろ
と
弱
い

と
こ
ろ
が
あ
る

（条
件
⑤
）。
前
者
の
例
に
警
察
。国
会
、
後
者
の
例
に
芸
能
界

が
あ
る
。

「趣
味
娯
楽
集
団
」
は
団
体

・
組
織

・
催
し
物

・
機
関
誌
な
ど
を
通
じ
て
相

互
作
用
を
あ
る
程
度
、
継
続
的
に
行
っ
て
い
る

（条
件
①
）。
登
山
者
は
初
め
て

会
っ
て
も
ウ
チ
の
仲
間
意
識
を
持
ち
、
共
通
の
こ
と
ば
を
持
っ
て
い
る
。
共
同

の
集
団
目
標

（勝
負
に
勝
つ
。
制
作
す
る
な
ど
）
を
持
っ
て
い
る
が
、
協
働
性

（条
件
②
）
は
あ
ま
り
な
い
。
規
範
の
制
定
に
よ
る
規
制

（条
件
③
）
は
あ
ま

り
な
い
。
地
位
や
役
割
の
配
分

（条
件
④
）
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
趣
味
娯
楽
を

通
じ
て
の
一
体
的
な
感
情
が
あ
る

（条
件
⑤
）。

「若
者
集
団
」
は
学
校

。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
継
続
的
な
相
互
作
用
が
あ
る

（条

件
①
）。
し
か
し
共
同
の
集
団
目
標
を
設
定
す
る

（条
件
②
）
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
そ
の
場
そ
の
と
き
の

「
ノ
リ
」
を
求
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
集
団
規
範

（条
件
③
）
ま
た
組
織
化
に
よ
る
地
位
役
割
配
分

（条
件
④
）
も

な
い
が
、
連
帯
意
識
は
あ
る

（条
件
⑤
）。

以
上
か
ら
、
五
つ
の
条
件
は

「反
社
会
的
集
団
」
に
す
べ
て
備
わ
っ
て
お
り
、

「職
業
的
集
団
」
「趣
味
娯
楽
集
団
」
「若
者
集
団
」
の
順
に
条
件
が
そ
ろ
わ
な

く
な
る
。



〓
一　
集
団
語
研
究
の
位
置
づ
け

集
団
語
研
究
は
社
会
言
語
学
の
属
性
と
こ
と
ば
を
扱
っ
た
一
研
究
分
野
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
言
語
学
は
社
会
の
中
で
生
き
る
人
間
、
な
い
し
は
そ
の

集
団
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
、
言
語
現
象

・
言
語
運
用
を
と
ら
え
よ
う
と
す

る
学
問
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
集
団
語
は
こ
と
ば
の
使
い
手
が
属
す
る
集
団
の

属
性
の
違
い
が
こ
と
ば
の
変
異
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
集
団
語
研
究
は
国
語
学

（日
本
語
学
）
の
語
彙
論
の
中
で
位
相
語
の
研

究
に
当
た
る
。
位
相
語
の
中
で
も
反
社
会
的
集
団
の
隠
語
は
比
較
的
古
く
か
ら

研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
各
集
団
の
語
を
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
ま
だ
な
さ

れ
て
い
な
い
。

右
の
事
柄
は
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
と
は

別
の
観
点
で
集
団
語
研
究
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
れ
は
俗
語
論
の
一
研
究
分

野
で
あ
る
。
筆
者
は
米
川
明
彦

（
一
九
九
八
）
で
、
俗
語
論
の
展
開
を
述
べ
た
。

こ
こ
で
簡
単
に
繰
り
返
し
て
お
こ
う
。

ま
ず

「俗
語
」
と
は
話
し
こ
と
ば
の
中
で
公
の
場
、
改
ま
っ
た
場
で
は
使
え

な
い

（使
い
に
く
い
）、
語
形

・
語
源
・
意
味

・
用
法
。
使
用
者
な
ど
の
点
が
、

俗
っ
ぽ
い
。
く
だ
け
た

。
下
品

。
卑
猥

・
荒
っ
ぽ
い
。
誤
っ
て
い
る
な
ど
と
意

識
さ
れ
る
語
や
言
い
回
し
を
指
す
。
多
く
の
場
合
、
改
ま
っ
た
場
で
使
う
同
義

語
ま
た
は
同
意
の
表
現
を
持
っ
て
い
る
。
主
な
俗
語
の
候
補
語
に
若
者
語

・
業

界
用
語

。
隠
語

。
卑
語

。
流
行
語

・
蔑
視
語
の
大
部
分
あ
る
い
は
一
部
分
が
あ

る
。
ま
た
一
般
卑
俗
語
が
あ
る
。

集
団
語
は
右
の
業
界
用
語

。
若
者
語

。
隠
語
を
含
む
の
で
、
俗
語
の
研
究
分

野
で
あ
る
。

右
の
定
義
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
加
え
て
お
く
。

第

一
に
俗
語
は
文
章
語
で
は
な
く
、
話
し
こ
と
ば
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
書
　
０

用
の
略
記
語
を
回
頭
で
も
使
う
語
は
俗
語
と
す
る
。
た
と
え
ば
旅
行
業
界
の
「ウ
　
ｎ

ナ
」
（至
急
）
「
レ
ラ
」
（連
絡
）
「
ョ
ロ
」
（ょ
ろ
し
く
）
な
ど
。

第
二
に
俗
語
は
標
準
的
、
改
ま
っ
た
感
じ
の
も
の
で
は
な
く
、
俗
っ
ぽ
い
含
ｍ

位
を
欠
く
さ
ま
）、
く
だ
け
た

（標
準
的
で
な
い
）、
下
品

（そ
の
語
を
発
言
す

る
者
の
品
位
を
疑
う
程
度
に
品
位
の
な
い
さ
ま
）、
卑
猥

（性
的
な
も
の
に
限
っ

た
こ
と
が
ら
）、
荒
っ
ぽ
い

（乱
暴
な
物
言
い
）、
誤
っ
て
い
る

（誤
用
。誤
形
）

と
い
う
言
語
意
識
を
持
つ
語
や
言
い
回
し
で
あ
る
。
た
と
ぇ
ば
、
航
空
業
界
で

使
う

「オ
ペ
セ
ン
」
は
正
式
に
は

「オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
言
う
。

第
二
に
若
者
語
、
そ
の
中
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
用
語

（キ
ャ
ン
パ
ス
こ
と
ば
）

は
ほ
と
ん
ど
が
俗
語
で
あ
る
。

第
四
に
業
界
用
語
の
内
、
専
門
語
を
除
く
集
団
語
は
俗
語
で
あ
る
。
た
と
え

ば
テ
レ
ビ
業
界
用
語

「カ
メ
リ
ハ
」
（ヵ
メ
ラ
リ
ハ
ー
サ
ル
）
「波
代
」
（企
業
が

Ｃ
Ｍ
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
局
に
払
う
電
波
料
）
な
ど
。

第
五
に
流
行
語
の
中
で
も
軟
派
に
属
す
る
も
の
は
俗
語
で
あ
る
。

第
六
に
隠
語
は
集
団
内
の
秘
密
保
持
の
目
的
の
た
め
に
語
を
言
い
換
え
た
り
、

意
味
を
変
え
た
り
し
て
使
う
語
で
俗
語
で
あ
る
。
た
と
え
ば
あ
る
デ
パ
ー
ト
の

店
員
間
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
を

理
退
方
」、
食
事
に
行
く
こ
と
を

「き
ざ
え
も

ん
」
と
言
う
。
客
に
聞
か
れ
て
は
ま
ず
い
た
め
で
あ
る
。

第
七
に
卑
猥
な
、
ま
た
は
下
品
な
こ
と
を
指
す
卑
語
は
俗
語
で
あ
る
。

第
八
に
蔑
視
語

（差
別
語
）
は
改
ま
っ
た
場
で
使
え
な
い
の
で
俗
語
で
あ
る
。

第
九
に
俗
語
は
年
齢

・
性
別

。
職
業
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
人
が
使
い
得
る

語
で
あ
る
。
こ
れ
を

「
一
般
卑
俗
語
」
と
呼
ぶ
。

第

一
〇
に
俗
語
は
当
世
風
か
ど
う
か
に
関
係
が
な
い
。

第

一
一
に
俗
語
は
世
間

一
般
に
広
く
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
範
囲
と
は



関
係
が
な
い
。
あ
る
職
場
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
職
場
語
の
よ
う
に
、
き
わ

め
て
限
ら
れ
た
集
団
の
み
に
使
わ
れ
る
語
が
あ
る
。

第

一
二
に
俗
語
は
日
常
性
と
は
関
係
が
な
い
。
日
常
的
な
語
も
あ
れ
ば
非
日

常
的
な
語
も
あ
る
。

第

一
三
に
俗
語
は
だ
れ
が
だ
れ
と
の
会
話
に
使
う
か
が
問
題
に
な
る
。

第

一
四
に
俗
語
か
否
か
の
判
断
は
個
人
的
、
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

人
の
言
語
意
識
に
よ
る
。

筆
者
は
こ
の
よ
う
な
俗
語
の
中
に
集
団
語
を
と
ら
え
る
こ
と
を
考
え
る
一

四
　
集
団
語
研
究
の
テ
ー
マ

ま
ず
各
集
団
の
こ
と
ば
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
。
そ

の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
に
筆
者
の

『集
団
語
辞
典
』
が
あ
る
。
本
辞
典
は
約

一
六
〇
の
集
団
か
ら
七
三
〇
〇
語
を
取
り
上
げ
、
八
五
〇
〇
の
用
例
を
四
〇
〇

点
の
文
献
か
ら
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
集
団
別
に
ま
と
め
、
分
析
す
る

必
要
が
あ
る
。
具
体
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

そ
の
際
に
何
を
課
題
に
す
る
か
と
い
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
発
生
論

具
体
的
な
集
団
語
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
成
立
し
た
の
か
、

ま
た
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

②
造
語
論

各
集
団
語
が
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ
る
の
か
を
研
究
す
る
。
各
集
団
語
の
造
語

法
を
比
較
検
討
し
て
、
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
こ
に
は
こ
と
ば
遊
び
や
言

い
換
え
の
問
題
も
入
っ
て
く
る
。

③
属
性
論

社
会
集
団
の
違
い

（業
種

。
目
標

。
構
成
員

・
規
範
な
ど
）
が
ど
の
よ
う
な

語
彙
の
特
徴
に
な
っ
て
現
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
。

④
言
語
意
識
論

ａ
　
評
価
…
ど
ん
な
語
が
ど
の
よ
う
に
、
ま
た
ど
の
程
度
に
評
価
さ
れ
て
い

る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

ｂ
　
現
状
認
識
お
よ
び
志
向
…
ど
う
い
う
場
面
で
ど
ん
な
集
団
語
を
使
用
す

る
の
か
、
し
て
は
い
け
な
い
の
か
と
い
う
現
状
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
こ
ん
な
場
面
で
は
こ
う
言
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
志
向
に
つ
い
て
も
明

ら
か
に
す
る
。

ｃ
　
信
念
お
よ
び
規
範
意
識
…
各
集
団
で
集
団
語
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
信
念
、
何
が
正
し
い
こ
と
ば
か
と
い
う
規
範
意
識
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
。

ｄ
　
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
…
言
語
変
種
の
選
択
に
言
語
主
体
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑤
カ
テ
ゴ
リ
ー
論

ど
ん
な
こ
と
を
集
団
語
に
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
そ
の
中

で
同
義
語

。
類
義
語
の
問
題
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
集
団
語
も
扱
う
。

⑥

一
般
論

集
団
語

一
般
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。
語
彙
的
特
徴

。
機
能
が
主
な
課
題

で
あ
る
。
ま
た
集
団
語
か
ら
見
た
社
会
集
団
の
特
徴
も
明
ら
か
に
す
る
。

五
　
病
院
業
界
の
集
団
語
の
特
徴

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
具
体
的
に
病
院
業
界
の
集
団
語
の
特
徴
を

明
ら
か
に
し
た
い
。
一九
看
護
婦
小
林
光
恵
の

『ナ
ー
ス
を
ね
ら
え
』
（幻
冬
舎
文

庫
、　
一
九
九
九
年
）
に

「病
院
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
医
療
の
性
質
上
業
界
用
語

や
隠
語
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
」
と
あ
る
。
『集
団
語
辞
典
』
に
は
病
院
業
界



の
集
団
語
が
二
五
八
語
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

①
語
種

語
種
で
一
番
多
い
の
は
外
来
語
で

（五
三
・五
％
）、
ま
た
混
種
語
の
中
で
も

外
来
語
を
含
ん
だ
も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
医
者
が
音
は
ド
イ
ツ
語
を
、
現
代
は

英
語
を
使
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
と
職
場
を
と
も
に
す
る
看
護
婦

も
そ
れ
を
使
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
原
語
の
か
た
ち
の
ま
ま
の
も
の
も
あ
れ

ば
、
省
略
し
た
も
の
、
動
詞
に
す
る
活
用
語
尾

「る
」
を
つ
け
た
も
の
、
ア
ル

フ
ア
ベ
ッ
ト
の
頭
文
字
化
し
た
も
の
な
ど
も
あ
る
。
次
に
例
を
挙
げ
て
お
く
。

か
っ
こ
内
は
意
味
で
あ
る
。

・
ウ
エ
ッ
ト

（お
も
ら
し
。
英
語

■
９

か
ら
）

。
エ
ク
ス
ト
ラ

（不
整
脈
。
英
語

ｏ江
８

昭
り一ｏ
お

の
略
）

・
エ
ツ
セ
ン

（食
事
。
ド
イ
ツ
語

”
協
ｏ
●
か
ら
）

ｏ
エ
ン
ト
ラ
ッ
セ
ン

（退
院
。
ド
イ
ツ
語

ｏ
ユ
】ａ
Ｘ
●
か
ら
）

ｏ
オ
ー
ベ
ン

（研
修
医
を
指
導
す
る
先
輩
格
の
医
者
。
ド
イ
ツ
語

ｏ
げ
ｏ日
か

ら
）

。
ア
ッ
ペ

（盲
腸
。
英
語

“
ｏ
ｏ
ｏ
●
ε
Ｏ
こ
∽
の
略
）

。
ウ
ロ

（泌
尿
器
科
。
ド
イ
ツ
語

Ｃ
８
δ
咀
①
の
略
）

。
オ
ペ

（手
術
。
英
語

ｏ
●
ｑ
“
”】０
日
の
略
）

・
ア
ボ
る

（流
産
す
る
。
ド
イ
ツ
語

＞
げ
９
一
か
ら
）

・
ア
ポ
る

（脳
卒
中
で
死
ぬ
。
ド
イ
ツ
語

＞
ｏ
ｏ
つ
】９
お

ま
た
は
英
語

”
ｏ
９

■
累
く
か
ら
）

・
ス
テ
る

（死
ぬ
。
ド
イ
ツ
語

∽お
３
ｏ
●
か
ら
）

ｏ
ゼ
ク
る

（死
体
を
解
剖
す
る
。
ド
イ
ツ
語

∽
ｏ
オ
一一ｏ
●
か
ら
）

。
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（集
中
治
療
室
）

。
Ｈ
Ｂ

（Ｂ
型
肝
炎
。
す
ｏ
ｏ
２
』”お
ω
の
頭
文
字
）

。
Ｃ

（癌
。
８
８
●̈
ｏ
日
”
の
頭
文
字
）

。
Ｃ
Ａ

（癌
。
同
右
）

こ
れ
ら
の
語
は
、
医
者
は
患
者
よ
り

「偉
い
」
と
い
う

一
種
誇
り
に
満
ち
た

も
の
で
、
日
本
語
で
言
え
る
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ
ド
イ
ツ
語
や
英
語
で
言
っ
て
い

る
。
ま
た
そ
れ
は
患
者
に
は
分
か
ら
な
い
の
で
隠
語
に
も
な
り
、
彼
ら
の
間
の

会
話
に
は
都
合
が
い
い
。
「
ス
テ
る
」
が
そ
の
い
い
例
で
あ
る
。
７
１
４
編

『看

護
婦
の
打
ち
明
け
話
』
（
コ
ス
モ
出
版
、　
一
九
九
五
年
）
に

「病
院
に
は
死
が
つ

き
も
の
。
死
ぬ
こ
と
を
ド
イ
ツ
語
で

『
ス
テ
ル
ベ
ン
』
と
い
う
の
で
、
業
界
で

は

『タ
ベ
、
担
当
し
て
い
た
×
×
さ
ん
が
ス
テ
っ
た
』
と
い
う
言
い
方
を
し
ま

す
。」
と
あ
る
。
「死
ぬ
」
は
あ
ま
り
に
も
縁
起
が
悪
い
の
で
、
こ
，２
面
っ
て
い

フつ
。ド

イ
ツ
語
と
英
語
が
使
用
さ
れ
る
業
界
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
混
用
も
あ
る
。

胃
の
中
に
入
れ
る
チ
ュ
ー
プ
の
こ
と
を

「胃
ゾ
ン
デ
し
ま
た
は

「
マ
ー
ゲ
ン
チ

ュ
ー
プ
」
と
言
う
。
「
マ
ー
ゲ
ン
」
は
ド
イ
ツ
語
で
胃
、
「チ
ュ
ー
プ
」
は
英
語
。

し
た
が
っ
て

「
マ
ー
ゲ
ン
チ
ュ
ー
ブ
」
は
独
英
混
用
語
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ヒ

ス
テ
リ
ー
を

「Ｈ
ｙ
」
（
エ
ッ
チ
ワ
イ
）
と
か

「
ハ
ー
・イ
プ
シ
ロ
ン
」
と
言
う
。

後
者
は
ド
イ
ツ
語
と
ギ
リ
シ
ャ
語
を
交
ぜ
た
読
み
で
あ
る
。

医
学

・
治
療
な
ど
の
専
門
用
語
の
漢
語
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
仕
事

の
効
率
を
は
か
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。

・
入
約

（「入
院
予
約
」
の
短
縮
）

。
尿
測

（「尿
量
測
定
」
の
短
縮
）　
　
　
　
　
　
　
　
．

・
放
治

（「放
射
線
治
療
」
の
短
縮
）

・
剖
検

（「解
剖
検
査
」
の
短
縮
）

。
局
注

（「局
部
注
射
」
の
短
縮
）

・
腰
麻

（「腰
部
麻
酔
」
の
短
縮
）



。
生
食

（「生
理
食
塩
水
」
の
短
縮
）

病
院
業
界
は
医
者
や
看
護
婦
だ
け
で
通
じ
る
語
を
使
い
、
患
者
は
そ
っ
ち
の

け
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら
の
集
団
語
は
彼
ら
の
結

束
を
強
め
る
効
果
も
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
集
団
は
命
に
関
わ
る
た
め
、
堅
い
、
難
し
い
こ
と
ば
を
使
う
傾

向
に
あ
り
、
軽
い
日
常
語
を
避
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
漢
語
が
増
え
て
い
る

０
二
↑
二
％
）。
医
者
の
米
山
公
啓
『医
者
が
あ
あ
言
え
ば
患
者
が
こ
う
言
う
』

（徳
間
文
庫
、　
一
九
九
九
年
）
に

「日
常
用
い
ら
れ
る
言
葉
を
避
け
る
の
が
医

学
用
語
の
原
則
で
あ
る
。
漢
字
も
音
読
み
、
訓
読
み
と
、
日
常
の
言
葉
を
言
い

換
え
る
。
耳
鳴
―
―

『
み
み
な
り
』
は

『じ
め
い
し
、
鼻
声
―
―

『は
な
ご
え
』

は
『び
せ
い
』
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
他
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

。
右
側

・
左
側

・
酒
精
綿

（ア
ル
コ
ー
ル
を
し
み
こ
ま
せ
た
綿
）

・
銅
子

（ピ
ン
セ
ッ
ト
）

・
氷
枕

②
を
ア
ゴ
リ
ー

何
に
つ
い
て
の
集
団
語
か
と
い
う
意
味
か
ら
見
る
と
、
当
然
、
病
名
や
症
状

に
関
す
る
語
が
一
番
多
い

（約
二
〇
％
）。

・
イ
ン
バ
ギ

（腸
重
積
。
す
く
”
咀
●
“
け̈
ｏ
コ
の
略
）

。
エ
デ
マ
る

（浮
腫
が
あ
る
。
ｏ
Ｏ
ｏ
ヨ
”
浮
腫
か
ら
）

・
コ
ー
マ

（昏
睡
状
態
。
ド
イ
ツ
語

因
ｏ
日
じ

・
タ
キ
る

（頻
脈
。
Ｓ
●〓
く
ｏ
”
ａ
Ｆ
か
ら
）

。
デ
ハ
イ
ド

（脱
水
。
Ｏ
ｏ
す
く
０
８
”】ｏ
●
の
略
）

つ
い
で
診
察

。
治
療

。
検
査
に
関
す
る
語
が
多
い
。

・
ア
ナ
ム
ネ

（入
院
時
に
患
者
か
ら
症
状
や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
聞
く
こ
と
。

ド
イ
ツ
語

＞
ロ
ヨ
”
８
Φ
か
ら
）

・
静
注

（静
脈
注
射
）

。
心
カ
テ

（心
臓
カ
テ
テ
ー
ル
検
査
）

。
心
マ

（心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

。
た
た
く

（抗
癌
剤
な
ど
で
治
療
す
る
）

。
ツ
反

（ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
）

ま
た
医
者

・
看
護
婦
お
よ
び
そ
の
仕
事
に
関
す
る
語
が
あ
る
。

・
ウ
ン
テ
ン

（部
下
の
医
者
。
ド
イ
ツ
語

●
ユ
ｑ
●
か
ら
）

ｏ
オ
ー
ベ
ン

（前
掲
）

ｏ
オ
ッ
フ
ェ
ン

（医
者
が
開
業
す
る
こ
と
。
ド
イ
ツ
語

ｏ
「いｏし

。
器
械
出
し

（手
術
中
に
執
刀
医
に
メ
ス
や
ピ
ン
セ
ツ
ト
な
ど
を
渡
す
役
）

。
外
回
り

（手
術
室
に
お
け
る
必
要
な
器
具
を
用
意
す
る
看
護
婦
の
仕
事
）

患
者
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
語
が
あ
る
。

・
オ
ペ
患

（手
術
室
に
送
る
患
者
）

・
ク
ラ
ン
ケ

（患
者
。
ド
イ
ツ
語

パ
８
●
Ｆ
）

・
ス
ペ
患

（特
別
扱
い
の
患
者
）

。
担
送

（緊
急
時
に
担
架
で
運
び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
）

そ
の
ほ
か
、
病
院
に
あ
る
備
品

。
器
具
に
関
す
る
語
が
あ
る
。

ｏ
エ
ン
ゼ
ル
セ
ッ
ト

（死
後
処
置
に
使
う
用
具
の
セ
ッ
ト
）

。
温
度
板

（入
院
患
者
の
体
温
表
）

。
ス
テ
ト

（聴
診
器
。
ド
イ
ツ
語

∽
一ｏ，
８
Ｆ
ｏ
ｏ
の
略
）

・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（手
当
て
用
の
薬
品

。
包
帯
類
）

医
学
の
専
門
家
集
団
の
た
め
、　
一
見
専
門
用
語
の
よ
う
だ
が
、
実
際
は
別
に

正
式
な
術
語
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
ら
は
俗
語
で
あ
る
。

③
構
成
員
別



病
院
業
界
と

一
口
に
言
っ
て
も
、
医
者
も
い
れ
ば
看
護
婦
も
い
る
。
ま
た
医

療
技
師
も
い
れ
ば
、
薬
剤
師
も
い
る
。
こ
こ
で
は
お
も
に
医
者
と
看
護
婦
の
集

団
語
を
取
り
上
げ
て
き
た
が
、
両
者
の
間
で
も
使
わ
れ
る
語
に
違
い
が
あ
る
。

看
護
婦
だ
け
が
使
う
語
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん

（非
番
に
な
る
と
派
手
に
着
飾
っ
て
出
か
け
る
看
護
婦
）

ｏ
あ
ら
さ
が
し
（注
射
を
す
る
こ
と
。
血
管
と
欠
陥
の
あ
ら
を
か
け
た
洒
落
）

・
入
り

（看
護
婦
が
深
夜
勤
務
に
つ
く
こ
と
）

。
お
伺
い
を
立
て
る

（看
護
婦
が
医
者
に
指
示
を
聞
く
こ
と
。
あ
る
い
は
院

内
ポ
ケ
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
医
者
を
呼
ぶ
こ
と
）

。
貫
通
式

（女
性
が
初
め
て
セ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
）

。
護
送

（緊
急
時
に
車
椅
子
で
移
動
が
可
能
な
入
院
患
者
）

ｏ
つ
い
て
る

（看
護
婦
が
患
者
の
死
に
立
ち
会
う
）

ｏ
ノ
イ
る

（ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
）

・
花
マ
ー
ク

（文
句
ば
か
り
言
っ
て
い
る
う
る
さ
い
入
院
患
者
）

。
秒
死

（心
臓
麻
痺
か
ら
転
じ
て
早
漏
）

看
護
婦
だ
け
が
使
う
語
で
は
な
い
が
、
看
護
婦
が
よ
く
使
う
語
に

「
エ
ッ
セ

ン

（食
事
ご

「
エ
ン
ト
ラ
ッ
セ
ン

（退
院
ご

「ク
ラ
ン
ケ

（患
者
ｙ

「
ス
テ
ト

（聴
診
器
ど

「ブ
ル
ー
ト

（血
液
と

な
ど
が
あ
る
。
医
者
で
あ
り
、
推
理
小
説

の
作
家
で
も
あ
る
志
賀
貢
の

『密
室
感
染
』
（光
文
社
、　
一
九
九
四
年
）
に

「
ク

ラ
ン
ケ
は
、
ナ
ー
ス
が
よ
く
使
う
ド
イ
ツ
語
の
ひ
と
つ
で
、
患
者
の
こ
と
を
指

す
。
そ
の
他
、
エ
ッ
セ
ン

（食
事
）、
エ
ン
ト
ラ
ッ
セ
ン

（退
院
）、
ス
テ
ト

（聴

診
器
）、
プ
ル
ー
ト

（血
液
）
な
ど
は
、
よ
く
ナ
ー
ス
の
口
を
衝
い
て
出
る
ド
イ

ツ
語
だ
。」
と
あ
る
。

④
語
の
新
旧

ま
た
医
者
の
語
で
も
新
旧
が
あ
る
。
た
と
え
ば
最
近
は

「
ド
ゥ
ル
ッ
ク
」
（ド

イ
ツ
語
で
血
圧
）
と
言
わ
ず
に

「血
圧
」
と
言
う
。
米
山
公
啓

『医
者
語

。
ナ

ー
ス
語
』
（徳
間
文
庫
、　
一
九
九
二
年
）
に

「デ
ゥ
ル
ッ
ク

（ド
イ
ツ
語

”
】〓
，

０
こ
ｏこ

と
も
言
っ
て
い
た
が
、
普
通

『血
圧
」
と
日
本
語
で
い
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
デ
ゥ
ル
ッ
ク
な
ど
と
あ
ま
り
使
わ
な
い
専
門
用
語

が
出
て
く
る
と
、
脚
本
を
書
い
て
い
る
作
家
の
年
齢
が
わ
か
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。」
と
あ
る
。
そ
の
他
、
「
エ
ル
プ
レ
」
（ド
イ
ツ
語

同
じ
【８
す
ｏ
●
の
略
で

嘔
吐
）
か
ら

一嘔
吐
」
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
米
山
公
啓

『医
者
語

。
ナ
ー

ス
語
』
に

コ
エ
ル
ブ
レ
』
な
ど
と
い
う
と
か
え
っ
て
古
い
医
者
や
ナ
ー
ス
と
思

わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
医
学
用
語
は
ま
だ
結
構
残
っ
て
い
る
が
、
使
用
頻
度
は

か
な
り
減
っ
て
い
る
。

」
と
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
ド
イ
ツ
語
か
ら
英
語
に
変
わ
る
も
の
も
あ
る
。
「異
常
な
し
」

の
こ
と
を

「Ｏ
Ｂ
」
（ド
イ
ツ
語
読
み
で
オ
ー
ベ
ー
）
と
健
康
診
断
の
所
見
に
書

い
て
い
た
が
、
最
近
は
「Ｐ

ｏ
こ
（英
語
読
み
で
エ
ヌ
ピ
ー
）
と
書
く
こ
と
が
多

い
。

⑤
歴
史
的
背
景

最
後
に
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、

明
治
時
代
以
降
、
日
本
の
医
学
は
ド
イ
ツ
に
学
ん
だ
た
め
、
病
名
や
術
語
は
ド

イ
ツ
語
で
あ
っ
た
。
作
家
の
北
社
夫
は
旧
制
松
本
高
校

（理
乙
）
を
卒
業
し
て

東
北
大
学
医
学
部
に
進
ん
だ
医
学
博
士
で
あ
る
。　
一
九
四
八
年
に
大
学
に
入
学

し
た
彼
は
『ど
く
と
る
マ
ン
ポ
ウ
青
春
記
　
改
版
ｋ
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）

に
そ
の
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
私
が
大
学
の
始
業
式
よ
り
一
か
月
近
く
も
遅
れ
て
仙
台
に
や
っ
て

き
て
み
る
と
、
大
学
で
は
（略
）
す
で
に
講
義
は
た
い
そ
う
な
進
み
よ
う
で
、

彼
ら
の
幾
冊
も
の
ノ
ー
ト
に
は
も
う
半
分
が
た
文
字
が
ぎ
っ
し
り
と
埋
っ

て
い
た
。
お
ま
け
に
ノ
ー
ト
の
表
紙
に
は
、
解
剖
学
と
か
生
理
学
と
か
病



理
学
と
か
い
う
言
葉
が
、
ド
イ
ツ
語
や
ら
ラ
テ
ン
語
で
記
し
て
あ
る
わ
け

だ
が
、
そ
の
意
味
す
ら
も
わ
か
ら
な
い
。
ベ
ー
ジ
を
繰
っ
て
み
る
と
、
講

義
に
は
む
や
み
と
ド
イ
ツ
語
が
ま
じ
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
専
門

用
語
の
た
め
、
読
ん
で
も
半
ば
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
と
い
う
始
末
で
あ
る
。

本
当
を
い
え
ば
、
医
者
の
使
う
ド
イ
ツ
語
の
単
語
は
限
ら
れ
て
い
て
、
二
、

三
時
間
講
義
を
聴
け
ば
慣
れ
て
し
ま
う
も
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
は
じ
め
は

更

弓
潔
粍
な
ど
と
聞
く
と
何
事
か
と
思
う
し
、
プ
レ
パ
リ
ー
レ
ン
は
ふ

つ
う

「準
備
す
る
」
の
意
だ
が
、
医
学
界
で
は
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
る
こ

と
だ
。
医
者
は
カ
ル
テ
に
さ
ら
さ
ら
と
ド
イ
ツ
語
を
書
い
て
み
せ
る
が
、

こ
れ
は
既
成
句
を
並
べ
る
だ
け
の
こ
と
で
、
べ
つ
だ
ん
ド
イ
ツ
語
が
で
き

る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
用
語
に
も
古
風
な
癖
が
あ
り
、
「と
き
ど
き
頭

痛
が
す
る
」
と
患
者
が
い
え
ば
、
因
ｏ
■
４
ｏ
す
Ｎ●
く
ｏ
【】ｏ
●
な
ど
と
記
す
。
つ

い

「と
き
ど
き
」
は
ツ
ヴ
ア
イ
レ
ン
と
頭
に
浮
び
、
ド
イ
ツ
人
と
の
一
般

会
話
に
使
用
す
る
と
な
か
な
か
通
ぜ
ず
、
よ
う
や
っ
と
わ
か
っ
て
く
れ
て

も
、
「ず
い
ぶ
ん
い
か
め
し
い
言
葉
を
使
わ
れ
ま
す
な
」
と
相
手
は
あ
き
れ

た
顔
を
す
る
。
か
つ
て
、
明
治
か
ら
の
日
本
の
医
学
は
ほ
と
ん
ど
大
部
分

ド
イ
ツ
に
学
ん
だ
。
も
と
も
と
教
授
か
ら
し
て
ド
イ
ツ
語
教
育
で
育
っ
た

た
め
、
私
た
ち
の
時
代
は
、
病
名
、
術
語
に
英
語
を
併
記
し
て
く
れ
る
先

生
は
ご
く
少
な
か
っ
た
。

こ
う
い
う
わ
け
で
、
医
者
の
語
に
は
ド
イ
ツ
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
英
語
で
教
育
さ
れ
て
い
る
の
で
、
事
情
が
変
わ
り
、
先
に
見
た
よ
う
に

英
語
が
取
っ
て
代
わ
り
っ
っ
あ
る
。

以
上
、
病
院
業
界
の
集
団
語
を
分
析
し
て
み
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
各
集

団
に
行
い
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
研
究
す
る
こ
と
が
第

一
の
課
題
で
あ
る
。
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